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 (
タイトル：
（
50
文字以内）
　胃
ろう造設に
悩む介護者への支援におけるピアサポート機能の有効性
　～同じ状況を経験した人の経験を分かち合うことで意思決定を支援できた事例から～
)
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氏名・所属・会員番号：
　京都太郎（花園居宅介護支援事業所）　会員番号：○○○○
)




 (
要旨：（300文字以内）
　主治医から胃
ろう造設を
提案されて悩む家族介護者から相談を受け、同じ状況を体験した他の家族介護者から体験を聞く機会をつくることで、状況の受け止め・吟味・決定のプロセスを支援することができた。このことから、
同じような体験をしている人と引き合わせ、その体験を分かち合えるような場を設けるという支援方法が、家族の主体的な意思決定を支える手法として有効であるといえる。
)



 (
本文：（
1200
文字以内）
Ⅰ
　研究目的
今回、胃
ろう造設の
提案を受け混乱する家族介護者に対してピアサポート機能を活用して支援を行うことができたので、その有効性を考察、発表する。
Ⅱ
　研究方法
（
1
）データ収集の方法　事例研究。支援経過記録を分析対象のデータとした。
（
2
）データ分析の方法　事例の省察。
（
3
）倫理的配慮　
介護者家族に
研究
内容を説明し、記録用紙の活用を依頼し、
文書により承諾を得た。また、事例は個人が特定できないよう、事例の本質を変えない程度に修正している。
Ⅲ
　研究結果
（
1
）事例の概要　
A
さん（
80
歳代、女性、要介護
5
）。
A
さんの息子夫婦（
B
さん
55
歳会社員、
C
さん
54
歳専業主婦）と同居しているが、誤嚥性肺炎で入院中。
B
さん
C
さん（以下夫妻）より担当ケアマネジャー（以下
CMer
）に相談があると連絡があり、当事業所にて相談を受けた。
（
2
）支援経過
201X
年
3
月
11
日　来所相談。主治医から胃
ろうを造設
されたが、どうしたらいいのか分からない。夫妻の訴えを傾聴する。
　面接終了後、胃
ろう造設
している利用者の家族の
D
さんに事情を説明し、夫妻に体験を語ってもらうことを打診、快諾を得る。
　夫妻と
D
さん宅への訪問の調整を行う。
201X
年
3
月
12
日　夫妻とともに
D
さん宅
)
 (
を訪問。
D
さんから毎日の介護の様子や、胃
ろう造設の
経緯、その時の
D
さんの気持ち、家族の中での話しあいなどを話してもらう。
201X
年
3
月
16
日　
C
さんから胃
ろうの造設の
提案を受け入れる
決心がついたと連絡あり。
201X
年
3
月
17
日　主治医に連絡を取り、病院訪問。訪問看護の指示書を書いてもらう
。
病棟の担当看護師から院内での
A
さんへのケアについて説明を受ける。
201X
年
3
月
18
日　
A
さん宅を訪問。退院後の生活に向けてケアプランの修正を行う。
退院後は修正したケアプラン、夫妻の在宅介護の様子をモニタリングする。
その後　現在、
A
さんは訪問看護と訪問介護、訪問入浴のそれぞれのサービスを利用しながら、息子夫妻の介護を受けて、在宅で生活をしている。
Ⅳ
　考察および結論
夫妻は、胃
ろうを造設
した親を介護する人の体験に触れることで「胃
ろうを造設
して、在宅で介護をする」という意思決定につながったと考えられる。このことから、同じような体験をしている人と引き合わせ、その体験を分かち合えるような場を設けるという支援方法が、家族の主体的な意思決定を支える手法として有効であるといえる。
　なお、本研究は
1
事例の事例研究であり、本研究結果がすべての事例に適用できるとはいえない。これが本研究の限界である。
)
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